
宮古島市立保育所・幼稚園の認定こども園移行等の向けた基本計画（案）に対する 
パブリックコメント実施結果について 

 
【実施期間】令和５年３月２日（木）～令和５年３月 22 日（水） 
【募集方法】直接持参、郵送、FAX、メール 
【意見の数】１人から延べ２件 

No 該当箇所 ご意見の内容 ご意見に対する本市の考え方 

１ 
公立幼稚園のこども
園化について 

現在こども園移行計画を策定していますが、計画案
の平良北こども園の令和３年には人口推移表では宮古
島で３５０人子供が減少する見込みで、単純計算で６
０人規模の保育園が６園閉園に追い込まれる計算にな
り、これを踏まえると、平良北・東以外のこども園移
行の必要性を感じられません。また、宮古島市幼保事
務一元化等推進会議においても、私立保育園及びこど
も園がメンバー構成に加わっていないのは、市役所内
部で秘密裏にすすめられているのではないのでしょう
か？議事録等の開示もありませんしいろいろなニーズ
を踏まえていると書いてありますが、全くそのように
は思えません。 

沖縄県は公立のこども園化の競争をしているのでし
ょうか？待機児童もいない現在では流れに逆行してる
のではないでしょうか？ 

子育て対策もなく国の追従することしかしていない

 宮古島市の就学前児童数（０歳～５歳児）は年々減
少しており、令和７年には 3,022 人と令和４年に比べ、
124 人減少する見込みとなっております。 

就学前児童数の減少により、教育・保育施設を適正
規模で維持することは公立・私立保育施設ともに困難
になっていくことが予想されるため、認定こども園へ
の移行については、私立保育所の状況等も踏まえなが
ら検討する計画となっております。 
 本計画は、保護者代表・法人保育連盟・私立認定こ
ども園長・私立幼稚園長、子育て支援団体等で組織さ
れる「子ども・子育て会議」にてご意見をいただき策
定しております。 
 今後も保護者・住民説明会でのご意見やニーズ調査
等を踏まえながら、認定こども園への移行を進めたい
と考えています。 



無策の宮古島市では、無理にこども園化で税金を使わ
ないで、このような意見を求める前に子どもを育てや
すい生みやすい環境はどうしたら良いかを先に市民に
意見を求めて、子どもを増やす策を考え、そこに税金
を使うべきだと思う。 
 また、こども園が増えることにより、どの事業を行
うかわ分かりませんが子育て支援事業を付帯業務と行
った場合、今浦添市で起きているような宮古島市にあ
る子育て支援センターの廃止も危惧されます。 
しかし、税金の無駄使いはできないので厚労省と文科
省だからと関係なく廃止にしていく必要があると思い
ます。 

２ 
基 本 計 画 に お け る
「幼保こ小」の連携
について 

現在行われている幼保こ小連携について、こちらも
上記と同じように公立幼保こ小だけで秘密裏に進めて
いるのはなぜか？連携会議においても決定事項だけの
連携で、私立保育園の現在置かれている現状も把握を
しないまま、誰のための連携なのか、小学校教諭、ひ
らたく言えば公立幼稚園の園長でもある小学校長のた
めだけに行われている連携だと思う。子ども中心でな
いので疑問がある。 

連携カリキュラムにおいても、小学校教育をスムー
ズに行うため小学校入学時同じ方向性を持った子供を
作りたいだけのように感じ、怖い思想だと思う。 

就学前施設と小学校との連携を図る「保幼こ小エリ
ア連絡会」につきましては、公立の施設だけではなく、
私立保育園や私立幼稚園、私立こども園等も参画して
おります。連絡会のあり方については、今後、改善を
図りたいと考えております。 

保幼こ小エリア連絡会の目的は、就学前施設と小学
校が連携を深めることを通して、円滑な幼小接続を図
ることです。幼小接続の重要性については、幼稚園教
育要領や保育所保育指針等でも示されており、国も保
幼こ小の架け橋プログラムを示し、その実現に向けて
取り組んでいるところです。 



 保幼こ小エリア連絡会においては、小学校の公開授
業や幼児教育施設の公開保育等、各施設の置かれた現
状や課題を情報交換等を通して、それぞれの担当者が
相互に理解を深め、子ども達の保育教育の充実に努め
ているところです。 
 接続カリキュラムの作成（アプローチカリキュラム、
スタートカリキュラム）については、いずれも施設類
型を問わず、子ども達を真ん中においた取組であり、
本市の就学前の子ども達と小学校の子ども達の発達段
階や発達特性を共有し、連携と協働によって一人ひと
りの子どもに寄り添った切れ目のない支援をめざすた
めのカリキュラムであると考えております。今後も子
ども達の学び育ちの連続性を重視し、連携と協働した
取り組みを推進していきたいと考えております。 
 

 


